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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜外来情報＞

・関　秀治様～左口角炎あり、デルゾン軟膏1本処方されている。

・田名部　一樹様～来週は用事がある為2週間分処方希望あり、14日分処方している。また、友人と仲直りした話については、本人の口から話し出さなかった為、主治医からも聞く事なく終了している。

･木村　美穂子様～先週当院初診されフルボキサミン、ナウゼリンが14日分処方されていたが、その後も起床困難、不安感、動悸、ザワザワ感等あり調子が悪い為、本日も受診されている。レキソタン追加処方となっている。

・京野　英梨奈様～H24.8.3以来の受診となっている。妊娠、出産の為八戸赤十字病院に転院し通院していたが、無事出産し落ち着いた為、当院への転院希望され、本日受診。以前と同じ内容で処方（リスパダール、タスモリン）している。

＜利用者様情報＞

本多　富美　様～6/1に、作業所「三本の木」に面談に行く予定であり、近々利用開始すると話されている。明確な利用開始の日程は決まっていない。「新しく会う人にどうやって接したらいいか不安ですけど、大丈夫です」と話されている。生活面では、0～3時に睡眠をとっており、中途覚醒が無くなったと話されている。日中仮眠をとっており、疲労感はないとのこと。

また、母親と父親の仲が悪く、本多様自身も父親のことが嫌いで相手にしたくないと話す。父親のことについては、自身に余裕が無いと時は、無理に相手をしなくても良いのではないかと説明。「そうですね」と本人、淡々と返している。

平　康子　様～長期間入浴を一切しておらず、青明舎スタッフがともに入浴することで、ようやく入りはじめている。湯船で肌をこすらないように伝えているが、こすっており、湯船に多くの垢が浮いてしまうことがある。

稲垣　ふき様～腰痛訴え続いている為、青風荘スタッフ同行にて奥寺整形外科受診している。レントゲン検査の結果、骨に異常はなくブロック注射処置しマルチネスハップ7袋処方となっている。特に再受診の必要は無く、何かあったら受診するようにと青風荘スタッフから情報提供あり。

小笠原富治様～青風荘スタッフ同行にて境皮膚科受診されている。腰とすねにかいた痕があり痒い部分には1日に3回ぐらいでも軟膏と腑を継続するようにと説明を受けている｡処方薬は足りオンジョウ10ｍｇ（朝・夕）１４日分、トプシムクリーム0.05％５本、処方となっている。次回受診は6/13（金）になると青風荘スタッフからの情報提供あり。

＜新患情報＞

木村　裕美子様

　　今年4月よりJRに就職し、切符販売の仕事をしている。現在はまだ見習いの段階との事で、見学している事が多いのだが、見学中に眠くなくても気付くと眠ってしまう事が続いているとの事。どの位の時間寝ているかはわからないが、同僚に『寝てたね』と言われ、いずれ上司にも注意されるのではないかと思っている。学生時代には問題なかった様子。夜間は22:30に入床し、寝つきもよく、5:30に起床。中途覚醒もなく熟睡感もあるとの事。今回、仕事にも支障をきたしている状態の為、どうにかしたいと思い当院へ受診相談される。また、4年前に膀胱炎になり、膀胱炎は改善されるも、以後、○○時までトイレに行けないとわかると、気になり、落ち着かないようになる。泌尿器科を受診するも精神的なものだと言われていた。就職後、そちらの症状も悪化し、トイレが近くなったり、残尿感がある感じがして落ち着かないとの事。水分はなるべく摂らないようにしていると話す。こちらも症状改善希望されている。明日5月31日11:30来院、診察予定としている。

赤石　幸江様

　　本人30代前半時、睡眠薬を多量服薬し手首を切った事があった。その為救急にて診療所を受診したが、診療所では診れないと十和田高松病院へ転院。1週間の入院歴がある。その際「躁うつ病」と診断され薬物治療を開始。その後より自宅近医の六ヶ所おぶち診療所へ転院。診療所でも「躁うつ病」と診断され、薬物治療を継続していた。現在の仕事は神経を使う仕事である為、医師より「仕事は辞めた方がいい」と言われていた。その為職場へその旨伝えるが、辞めさせてもらえず、やむを得ず休職用の診断書を作成し現在仕事は休職中。

今回うつの状態があり長男がいる八戸へ気分転換の為に転居しようとＨ26年5/1より八戸市へ転居。転居に伴い近医の病院を受診しようと考え、診療情報提供書持参で受診予定。

明日5月31日11時来院、診察予定としている。

